
DEIBデータ
※以下のデータは、特段の記載がない限り、2025年12月31日時点（経年データは各年12月31日時点）の国内外法人の在籍従業員を対象としています。

従業員指標：ジェンダー構成
2021年12月期 2022年12月期 2023年12月期 2024年12月期

男性 女性 未回答 男性 女性 未回答 男性 女性 未回答 男性 女性 未回答

従業員数

従業員のジェンダー構成比率

新卒採用のジェンダー構成比率※1

中途採用のジェンダー構成比率※1

管理職のジェンダー構成比率※2

上位職者のジェンダー構成比率※3

執行役員のジェンダー構成比率

取締役のジェンダー構成比率

過去1年タイトルアップ比率※4

ジェンダー別上位職者比率※3

ジェンダー別上位職志望比率※5

ジェンダー別管理職キャリア志望比率※5

平均年収（円）※6

育児休業取得率※7

育児休業の平均取得日数※8

育児休業からの復帰率※9 

育児休業後の定着率※10

ワーキングペアレンツ比率※5    
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2025年12月期

男性 女性 その他
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※１ 各年における1月1日～12月31日の入社従業員が対象。
※２ 管理職とはチームリーダー以上を指す（執行役員を含む）。
※３ 上位職とはジョブグレード6以上のことを指す。
 ユーザベースでは「担当役員から任された事業課題に対しビジョンを描き、解決策を考え実行できる」人材をジョブグレード6と定義している。
※４ 各年の１月１日時点在籍かつ各年の年末時点までに１回以上ジョブグレード（枝番含め）が上がった従業員の割合。
※５ 2025年5月に実施した組織サーベイの結果に基づく。

※６ 各年支給実額（残業代等含む）を集計。
 ただし、途中入社および休職者は各年末時ジョブグレードの想定年収で計算。国内法人のみを対象に集計。
※７ 各年の育児休業取得対象者の内に育児休業を開始した社員が対象。国内法人のみを対象に集計。
※８ 各年中に育児休業を開始した従業員が対象（育児休業中の場合、終了予定日で算出）。国内法人のみを対象に集計。
※９ 各年中に育児休業を終了した従業員が対象。国内法人のみを対象に集計。
※１０  前年中に育児休業を終了した従業員の内、各年12月31日時点に在籍社員の割合。国内法人のみを対象に集計。



従業員エンゲージメント
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上位1%にランキング
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上位1%にランキング
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上位1%にランキング

（3.46）

持続的な働き方

Diversability※19

グローバル人材

キャリア動向 2021年12月期
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100%
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3年8ヶ月

12.5%

2025年12月期

中途入社比率※1

新卒入社比率※1

リファラル採用比率※1

社内異動制度（UB Career Challenge）を通じて異動した人数※11

継続勤務年数

離職率※12

3.98
上位1%にランキング

（3.48）

健康・安全

従業員エンゲージメント調査における肯定的回答割合※14

従業員エンゲージメント調査回答率※14

リモートワーク実施率※15

平均残業時間※16

平均年次有給休暇取得日数※17

年次有給休暇取得率※17

ロングバケーション取得率※18

障害者実雇用率（人数）※20

従業員の国籍・地域数

日本以外国籍従業員率

日本以外国籍従業員における管理職比率※2

グローバル経験のある従業員割合※21

労働災害の発生件数

転職口コミサイトにおける会社評価※13

（）内の数字はインターネット業界平均値
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※11 各年中にUB Career Challenge（UCC）制度を通じて社内異動をした従業員数。UCCとは、次の挑戦を考えるタイミングにおいて、転職や起業する選択肢のほかに
 「社内異動」という選択肢があることを明文化し、「自分の意志で、働きたい領域・職種に挑戦できる」ようにと作られている制度。
※12 各年期首時点の在籍従業員に対する期中退職者数の割合。
※13 ユーザベースの企業ページ（OpenWork Inc.）を参照（2022年4月、2023年7月、2024年6月、2025年6月、2026年2月時点のデータ）。
※14 各年直近の「Qualtrics」が実施する組織サーベイ調査の回答結果（2022年1月、2023年1月、2024年2月、2025年5月のデータ）。肯定的回答割合の全社平均（正社
 員が対象）。肯定的回答比率とは、エンゲージメント調査の5段階評価（全くそう思わない・そう思わない・どちらでもない・そう思う・非常にそう思う）で上位2段階の
 回答の割合を示している。
※15 原則週に5日出社している従業員以外の割合。国内法人のみを対象に集計。

※16 各年時間外労働時間集計（法定時間外労働時間を集計、法定休日労働時間を含む）。各年12月31日時点の在籍社員が対象。国内法人のみを対象に集計。
※17 年次有給休暇取得率は厚生労働省の計算式に基づく。国内法人のみを対象に集計。
※18 ユーザベースには、年次有給休暇とは別に、7日間連続した休暇を年2回取得可能な「ロングバケーション（LV）制度」がある。
※19 Diversability（ダイバースアビリティ）：「diverse（多様な）」＋「ability（能力）」の造語。「障害に対するイメージをコミュニティーの力によって再構築していく」という活
 動をしているコミュニティ「Diversability」から拝借。
※20 各年12月31日時点の（株）ユーザベース在籍従業員が対象。
※21 2025年5月に実施した組織サーベイの結果に基づく。「グローバル経験」とは、以下のいずれかに相当することを指す：①自分自身が日本以外の国の出身、もしくは
 ミックス・オリジンである、②自分の出身国と異なる出身国の同居家族がいる、③出身国以外での海外長期滞在（1年以上）の経験がある。

https://www.vorkers.com/company.php?m_id=a0C1000000Y0jZX
https://www.mhlw.go.jp/content/11201250/001005115.pdf
https://mydiversability.com/

